芦屋市立精道幼稚園の誕生から昭和36年までの歩み―一人一人を育てる保育研究の在り方からの一考察 ― by 久米 裕紀子 & Yukiko KUME
武庫川女子大学　学校教育センター紀要





History of Ashiya City Seido Kindergarten since 1961 :
－Study of Individual Childcare Values.－
芦屋市立精道幼稚園の誕生から昭和 36 年までの歩み 
－ 一人一人を育てる保育研究の在り方からの一考察 － 
 
History of Ashiya City Seido Kindergarten since 1961 : 














2018（平成 30）年 3 月 31 日，芦屋市立精道幼稚園は 107 年の歩みに幕を下ろした。翌日の












 精道村に村立精道幼稚園が創立されたのは 1911（明治 44）年である。精道村の有志の家庭が，我
が子に幼児教育を受けさせたいと強く願い，小学校内に幼稚園が開設された。当時の様子は，1934（昭
和 9）年起の沿革誌に 1951（昭和 26）年の調査によると記され，1911（明治 44）年から遡って記さ
れている。 
（１）創立当時の様子 
精道村立精道幼稚園「證書臺帳」に，1911（明治 44）年卒園児として 6 名の氏名が記されている
ことから，創立時の園児数は 6 名，小学校内に開園されたことが分かっている。 







 と記されており，写真 1 は，小学校校庭で着物を着て遊ぶ園児の様子が映っている。 
 
                             
写真１ 創立当時の幼稚園                   図１ 創立当時の概要 
                
表1 精道村立精道幼稚園のあゆみ（明治～大正時代） 
 
 創立時の園児 6 名は，精道村の有志の家庭が，我が子に幼児教育を受けさせたいと強く願い，小学
校内に幼稚園を開園された。当時は保育者（保姆）1 名である。着物を着て登園していた。「精道村（芦
屋）は，海と山，川など自然に恵まれ，教育には大変熱心で豊かな家庭の方が住んでいたこともあり，
幼児期からの教育に関しても積極的だった」と，第 12 代園長の久野富美子氏（2018（平成 30）年没
107 歳）から 2011（平成 23）年に開催した創立 100 周年お祝いの会にて話を聞くことができた。 
（２）幼稚園令 
 1925（大正 14）年に全国の幼稚園に関する調査が行われた。翌 1926（大正 15）年幼稚園単独の「幼
稚園令和」が勅令で定められ，また「幼稚園令施行規則」が省令で定められるようになった。大正時
代の初めには幼稚園の数は 500 余り，園児数は 45,000 人に過ぎなかった。米騒動のあった 1918（大











年　次 西暦 歴代園長 園児数 クラス数 あ　ゆ　み 園者の遷移 当　時　の　出　来　事
45年 1912 7
大正12年 1913 吉積龍太郎 14
3年 1914 9 南松林魚岩 ・宝塚少女歌劇団公演始まる
4年 1915 19 村役場会議室 ・第一回全国中学校野球大会始まる
5年 1916 10
6年 1917 24
7年 1918 岸本　勝蔵 14
8年 1919 24
10年 1921 22
11年 1922 44 2 ・「コドモノクニ」絵本創刊
12年 1923 41 2 ・関東大震災
13年 1924 40 2 ・甲子園球場竣工
14年 1925 51 2
15年 1926 小林まさえ 51 2 ・幼稚園令改正と同時に独立園となる





























  ・大きなゴムの木が印象に残っています。 
  ・ユーカリの実を拾って，ひごでつなぎ細工遊びをよくしました。 
  ・太い，松の幹にすっぽり身を隠してかくれんぼをよくしました。 












  ・「むすんでひらいて」「金太郎」「汽車が通る」， 
からすがカアカア鳴いている…など，畑の一本 
道をよく大声で歌って歩いたものです。 












     
３．戦前・戦中時代（昭和のはじめ） 
 昭和に入ると，満州事変，日中戦争，太平洋戦争と日本は戦争がはじまった。その中での幼稚園の
保育はどのように行われていたのか，1927（昭和 2）年から 1945（昭和 20）年まで幼稚園のあゆみ
から辿る。 
 表２ 精道村立精道幼稚園のあゆみ（昭和：戦前・戦中時代） 
 
1935（昭和 10）年には園児数は 120 名となっている。戦争がはじまっても，園児数は直ぐに減少
することはなかった。その理由として，芦屋という地域が大阪や神戸に挟まれてはいるが，戦争中も
比較的戦火から外れていたからではないかと考える。 
当時の保育について，その時に教師をされていた芳村貞子氏（1934（昭和 9）年 2 月～18 年 3 月
まで勤務），田村ゆき江氏（1935（昭和 10）年 2 月～21 年 12 月まで勤務）のインタビュー記録が残
っている。（下記に記載：抜粋） 








年　次 西暦 歴代園長 園児数 クラス数 あ　ゆ　み 園者の遷移 当　時　の　出　来　事
昭和2年 1927 51 ・「キンダーブック」創刊
3年 1928 50
4年 1929 59 ・神戸市諏訪山に動物園開園
5年 1930 61
6年 1931 72 ・満州事変起こる
7年 1932 49 ・六甲山ケーブル営業運転開始
8年 1933 81
10年 1935 100
11年 1936 120 3
12年 1937 賀集　富治 98 3 ・日中戦争勃発
13年 1938 92 3
14年 1939 87 3
16年 1941 岩谷　省三 100 3
17年 1942 95 3
18年 1943 岸野市五郎 152 3
19年 1944 134 3
・阪神大空襲
・太平洋戦争終結






15年 1940 104 3 ・精道村に芦屋市制が布かれ、芦屋市
立精道幼稚園と改称され、小学校内に
移る(11月10日)














（３） 幼稚園生活のいろいろ （写真 5，8，9） 
・お弁当は，子どもに合わせて自由でしたので，11 時くらいになると新しいお魚の刺身や温かいご





































 表2  当時の保育料                 表 3  貨幣価値比較表 
     
表 2 の保育料を見てみると 1911（明治 44）年は，1 円 50 銭である。当時の 1 円が現在の 2 万円と






終戦後，1945（昭和 20）年 8 月 6 日園舎が焼失し休園以来，1946（昭和 21）年 1 月に 10 ヵ月ぶ
種類 品物など 明治38年頃 平成12年頃 比　率
食べ物 たまご（１個） 2銭4厘 18円 750倍
白米（１０Kg） 1円19銭 4,934円 4,100倍
カレーライス 6銭 656円 11,000倍
そば（もり、かけ） 2銭 443円 22,000倍
給料 高等国家公務員の初任給 50円 18万円 3,600倍
大銀行の初任給（大卒） 35円 18万円 5,100倍
小学校の先生の初任給 10∼13円 20万円 15,000～20,000倍
大工さんの手間賃（１日） 85銭 18,940円 22,000倍
サービス 国鉄初乗り料金 5銭 130円 2,600倍
はがき 1銭5厘 50円 3,333倍
映画館入場料 20銭 1,800円 9,000倍
理髪代 15銭 3,612円 24,000倍
その他 自転車 200円 2万円 100倍
目覚まし時計 1円38銭 5,000円 3,600倍
新聞購読料（１月） 45銭 3,250円 7,200倍
銀座の土地（１坪） 300円 9,000万円 300,000倍
 
写真8 遠足 着物姿の母親の様子             写真9   運動会  肉弾三勇士 
































          表３ 芦屋市立立精道幼稚園のあゆみ（昭和21年～36年） 
 
年　次 西暦 歴代園長 園児数 クラス数 あ　ゆ　み 園者の遷移 当　時　の　出　来　事
22年 1947 72 3 ・「幼稚園令」公布
　　26年 1951 岡野　節郎 96 3
如来寺 ・日本国憲法公布
・文部省「保育要領」刊行
　　23年 1948 79 3 ・後援会を精道幼稚園PTAと改める ・教育委員会法公
・「子どもの日」を制定









　　24年 　1949 竹村　越三 91 3











　　28年 1953 126 3














































　　33年 1958 203 5 ・独立園舎竣工する
・落成式を行う(1月8日)精道町111番
地
35年 1960 186 5 ・園舎西には生道路拡張に伴い削ら
れ、北に約60坪の園庭を設ける
・NHK他、8局カラーテレビ放映








    
  写真10 園庭の土管で遊ぶ子どもたち          写真11   1.2.3！ 元気に飛び込み 
   



















                                  
 
写真14  創設以来はじめての独立の新園舎 
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 1954（昭和 29）年独立してから，研究テーマを掲げ「保育研究のあゆみ」が本格化していった。 



























































































































































































































































































































































  1. 教師の一般目標 
   ・教育を教育基本法の示す幼稚園教育目標(学校教育法第 77 条，78 条) 
   ・文部省教育要領 
  2. 幼児の実態(昭和 32 年度児による)  
   A. 生年月日表 
   B. 身体検査個人票と統計表（写真 16） 
   C. 長子，末子，一人っ子調査票 
   D. 素質調査 
   E. 行動と癖 
   F. 思考の傾向 
   G. 好む遊びと特徴 




   H. 玩具とその与えられ方 
   I. おやつとその与えられ方 
   J. 遊び場所 
   K. 自分の要求に対しての父母の扱い方 
   L. 幼稚園に対しての好嫌 
   M. お稽古事をしているか幼稚園の環境 
3．行事と季節 








































 1. 健康でたくましい子 
 2. 自主的に生活を営む子 
































（3）芦屋市立精道幼稚園『創立 60 周年を迎えて』1971． 
（4）芦屋市立精道幼稚園『創立 70 周年を迎えて』1981． 
（5）芦屋市立精道幼稚園『私たちの指導計画１』1957． 
（6）芦屋市立精道幼稚園『私たちの教育計画２』1959． 
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